
イⅠ◆材を併用した「木竹屋外製誹－… の開発研究  

－】 

人珊j 芸試験所   

Stu〔jv Fin（lPromolノj（川 OFt 九蟻k盲rlg StTe〔さt fuTnituTe hv 王3糾¶ho（），Woo〔i；汗Id  

SLon（〕  

（hamill圧力）八 Si－l．ji＼l＼Ⅲ＝H K（ゝう盲（：卜1ilて）ⅠⅣ川）（）  

て1h血）〔）〔）〔’と「こ1「t とiIl〔lIl、と川川i昌Sしl川）川1（1（H＝〔、I Hト＝」J＝d＝甘†〈1日」ノ＼一丁l～（）さべ（、こ】T・〔、卜】りi＼′ぃべi（川   

要旨  

地域の素材，地域〝〕4友術を活j日しノたベンチャ案ノ満kなど〃ストリ」→トファニチャ」一∃用写己は地」二し如）ノ；1′＝≡、うごを洲、ノ仁化さ   

せ∴個性あろ地域景観む作りい仁「世上せ，「大力≠癌沫（木一′ 竹，石）に上ろストリーートファニチャー：ソ冊号発棚   

究において屋外に‡∈■二王くべンチ類を．試作開発しノた．素材烏十困二市及び大分市川記汗二座する「イー【材」と粧イ車り 竹   

＝し1」の r杉村 を素材にデザイン試作Lて公開Lフ そ竹中罷性を採った． しかし量詫化するには異なる素材m接   

合方法や儀材の劣化ノミ1；、，いく／つかグ）課展‡がある二上がわかり，雪旬月持二それらの解決に取り組んだ．  

1】 研究の内容   

研究は，「異素材げ）接合一 し 素材の劣化 という2つ  

の課題解決に向けて「組立が容易なうンプルな接合ん法  

の開発一と竹材や木材の劣化の折撒J」〝）2一兄りポイン  

フ 校  

合については金具で圧締するノニ和）ん▲法さ：土乳Lみ＼【′二てが容易  

なようであるが，通すた鎮の人肌1二や企1しげ）岬裾、≠＼みノこて1 

作業最 も多く，去た鮎〔．－経費も案外ー；二．Jiく／〕くことから  

寮材そのも〝）での接合／をノ詩しみた1し困杓にはノ＼1木ソ雄藩亡  

「杓な接合方法を応刊して楔接合や頗燕（ありざん） 接合  

た．劣化ル抑制では）即効的な効果は期待でき  

ないが，罠境や人へ〃）イ’満二び〕〆言いノく鮒イ榊」長分で矧・，．・…化  

され 

てそ〝〕変化を調査すてことにした．試作「＝ま，朽館か合タ  

イプ（十揉」∴）と蟻桟接合タイプ（Flg：〕♪4） そしてフ  

琉豆ミね穴タイプ（ト座．5さ6）の3点、である。  

ド亙l楔接合タイ  

lTiだ．2  

部分′′‡ヂ‡  

卜了÷「。1  

；；分ノ′J二しと   

ニう0  



r】㌧J題が款沃．宝た11‘にかかか11二量真瑞二が大きく′剃れが  

ノ‡二じやすいょうである．   

なお，鋸苫されたペンチは現在誹鋸】Lやイ仲條什ノ畠こ  

頻繁に活用されている♂）で∴貴兄や拉案など聞きなが  

らリデザインをして而／】刷二をー呈l／」て行ぐ計画である．  

姑後になり志したがフ石材部分玖甘乍についてほ大  

分市の東和石材さんにご協力をいただき去Lた．厚く  

お礼小し／上げます．   

仝休ノら凄   5 めがね穴タイ  lとミ  

1「ig．6  

部分写真  

本棚二究は木や竹を局外に長期礼法露する実験でヰ）あ  

るけ〕で，楔接合タイプでごユ，ノ作好鵠分に油抜き処」聖を  

し／た通常使われる廿竹の他，竹府Ⅵ蘭色保存加「を施  

した竹等を川い，それぞれ♂）退色変化を調ノ、ミている．  

めがね穴タイプノさ主2連のうち一連に小口に割猟を塗／j  

たも〝）を用いて繹隼変化を調査する．木船ニ／Jいては  

荘胡ノ麻仙でイr二卜げたむ〃，蜜蝋什」二げのむげ），無準裳  

の≠〉〃）の：うノ）の部材を使い，劣化の状況を比較調香し  

ていく計画であ沃．  

2． 考察   

3タイプともに試≠が完成しノて設帯したのが、書′∴成  

16咋2」川Fイりであるから，経年変化ノ、宇の分析はでき  

7ゞいが，言眉乍をj通しノて考えた3一Jタイプの考察は以下  

のとおりである．   

楔接合タイプ校合は比較的容易でこうしノた木と石  

即接合には適した技拭といえむ ′11ノけ怖に、j▲法〔／）頂い  

小竹を川いるしりぎ‡佃れしり恐れがノレなく，ノけ串けトト小鳥  

く∵「むメリット′がある．   

蟻桟タイプ ニ科新刊封射旧 トることに射たノ1丁二がある  

／小 正確な鉦1二が吋籠になれば，シンプルな接合せで  

帖ノムく活用できそうである．竹と石〔／井倉合一∴・しみたが  

繊維ノブい吊二伸新潮二L′〕ない竹は適、1とはいえないょうだ   

めがね人タイプ 備1か甘接合であるが し直女川ミリ）た  

い穴に材が人／〕たままになるぴ〕で，内部かL、）樹食r」る  

こう1  


